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�常的���論ができ
�掲示板。
パ�ォーマンス��やルーブリック
などを登�。他の��も検索して、
教育�役立て�こ�ができ�。
図２．CDDBの検索ページ
　東は栃木から西は福岡まで１�２府15県から76名の
方々の参加があり、「講義、実践発表、参加者同士の
意見交換など、バラエティに富んでいて時間の長さを
感じさせなかった」、「実践報告や質疑応答、ご助言、
とても勉強になった。同じ教科の先生からご意見をい
ただきとても助かった」などのコメントをいただいた。
３．�実践������
　「基礎講座」修了者間の交流を深めるとともに、継
続的な指導・助言を提供するため、年１〜２回の「実
践交流会」を行っている（2007年度は、８月18日と３
月29日）。
　８月18日の「第2回　実践交流会」には25名の参加
があり、教科別のグループに分かれて実践の成果と課
題について検討した。また、講演「アメリカにおける
スタンダード開発の動向」（助教・石井英真）では、
スタンダードとは何か、どのように開発すればよいの
かについて説明した。
４．��リキ�ラム設計データベース�CDDB���
　E.FORUMでは、受講者が開発した様々な実践資
料を継続的に蓄積・共有するため、「カリキュラム設
計データベース（CDDB）」を開設している（図２）。
CDDBの開設にあたっては、情報を共有するための
ルールを定めた「E.FORUM」会則を作成した。ま
た、2007年８月には講師や受講者の紹介者も登録でき
る「紹介会員制度」を立ち上げた。
　2008年１月現在、CDDBには、ユーザー163名、単
元147件（うち85件公開）、評価方法（課題など）166
件（うち99件公開）、ルーブリック96件（うち48件公
開）が蓄積されており、会員の利用に供している。
　また、CDDBには掲示板も開設されており、日常的
な議論が行われている。2006年度は受講者と講師との
質疑応答が中心であったのに対し、2007年度には受講
者間で共通テーマ（例．小・中・高等学校を通して育
成されるべき理科の本質的内容とは何か）をめぐる議
論が行われるなど、交流が活性化している。さらに受
講者が開催する公開研究会の情報も掲示板上で発信さ
れ、見学者が意見を寄せるなど、全国的なスクール
リーダー間のネットワークが構築され始めている。
５．������ルー�
　最後に、研修内容をさらに発展させるため、受講者
の有志と講師との間で共同研究開発を行う課題別研究
グループの活動も始まっている。
　2007年度は、��市立衣笠中学校との連携により課
題「ルーブリックを指導の改善に活かす」を、また�
�府乙訓教育局との連携により課題「教育局を基盤と
する『パフォーマンス課題とルーブリック』の開発」
を探究しているほか、「英米におけるカリキュラム・
マネジメントの研究」をテーマとした文献調査を進め
ている。
（文責：西岡　加名恵）
